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木 村 宗 男

語 研 の 日太 語 教育 の問題 点 とい えば・ そ の5ち に ば、 日方 語教 育全 般 に共通

の間題 、 さ らに は、 一般 の語学 教 育に つ なが る商題 も数 多 くあ るが、 ζ こ では

早 稲 田 大学 内 の 臼本語 教 育に 固 有の問題 点の み につ いて 報 告 し よ う。

早稲 田大 学 は 外 国人 学生 に対 して、 かな り広 い間 口をひ ろげ て い る。政経 ・

法 ・文 ・.鞘 ・商 冒理 二じの各学 部 と、 大学院 俗 イ再究 禾斗に 籍 をお く』正規 の学生 と

聴 講生 の ほ か、 外国 の大学 との交 換留 学 生が い る・語研 一社 研な どの よ5な 付

属 研 究 所の 聴 講生 もい る。 その ほカ、 昨年9月 に開 設 され た 国 際 部 とい うもの

が あ り、 そ こ には 外国 の大 学 か ら集 団 で留学 して来 る外 国人 学生 が い る瓜.こ

.の偏 で は国 際 部 にはふ れ ない ・

外 国 人学 生 の数 は1965年6月 外事課 調 べ で、55D名(う ち女 子54名)、

国籍 別 に み る と、 中華民 国 の199名(う ち女子29名)を 筆頭 に、(以 下順

序 不 同)韓 国 ・香港 ・マ ライ ーイン ドネ シア ータ イ ・イ ン ド・パ キス タン・曜セ

イ ロン ・サラ ワク ・フ イリピン ・カ ンボ ジァ な どの ア ジア諸 国Lア メ リカ ・カ

ナ ダ ・ベ ル ー ・ボ リ ビヤな どの 南北米 用 諸国、 フラ ンス ・ ドイツ ・ス イス ・デ

ンマ ー ク・・ハ ンガ リー ・イギ リス な どの欧 州 諸国、 そ九 にオ ー ス トラ リァ とア

ラ ブ連 合 。こ の うち、 マ ラ イ ・サ ヲワ ク ・フ イリビン人学 生 は今 の ところ・ 中

国語 な 母 語 とす る者 ば か りで あ る。

以 上 の よ うな各 国 人学 生 が、 お のお の そ の志望 す る学 部 ・学 科 ・専攻 にわ か

れてい る 。専攻 科 別 を タテ 糸、 出身国 別 を ヨ コ糸 にみ た て る と、 その織 りな す

文様 は まこ とに複雑 な もの と思わ な げれ ばな らな い 。 まず この こ とを 強調 して

お 斡ノこい 。

55D名 の 外国人学 生 の 日本藷 の学 力が、 また まち まちであ る。入 学 と同時

に、 曲が りな りに も日次語 に よる講義 が理解 でき る とい うもの か ら,.全 くの初
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歩 ま で、 千 差 万別 とい ってい い 。毎 年 新入学 生 は入学 試験 の 日木 語 の成績 で、

4段 階 に大 別 され るoこ の試 験 はふ つ うの 筆記試 験 の ほか、 作文 、 聞 き と り、

面接 か らな ってい る 。曲が りな りに も目太 語 に よ る講義 がわウ・ると判 定 されたも

の をAと し、 以 下B・G・Dに 分 げ る。1965年4月 の 入学者 は っぎ の よ う

に分 け られ たD

A61名B45名G該 当者 た しD26名

B・G・Dと 判定 され た もの は 日太 語が 必 イ暖Aは 随意 であ る。理工学 部 で

は 可962年 か ら、 商学部 で は 可965年 か ら、 日本 語 の履 修 に対 して ↑年4

単位 を与 え、 これ を第2外 国語 の 単位 と して旗 うこ と とな つた 。以来 ・Aの も

の で 日左 語 を履 修 す るものが 多 くな った 。第2外 国語 とな ると2住 連続 履 修 し

な ければ な らな い 。1962～5年 には 日太 語教 室 の学生 が飛 躍 的 に増加 した。

196ろ 年 度 の 数字 は つぎ の よ うに な って い る 。

A29名B65名G言 亥当者 な しD55名

毎週 の授 業時 数 はA4時 間 、B6時 間・012時 問、D18時 問 とき ま って

い るq

入学 者4)学 力格 差 が大 ぎい の はな にに よ るのか 。入 学前 の学 習 経歴が 《 ち ま

ちだ か らで あ る。入学 者 の 中 に は、 戦前 ・戦 中 の台湾 ・朝鮮 で、 日本 の教育 制

度 の も とに小 学校 教 育 を受 け た もの が い る。Aは こ うい った学 生が 多 い 。 この

年 代 の ものぽ年 々少 な くな って い くが、 そ の反面・1962年 ごろ か ら・ 母 国

の大 学 その 他の機 関で 日本 語 を修得 した とい うも のが増加 して 来た 。 ヨー ロ ツ

バか らの 交換 留学 生 は例 外な く1年 以上 犬学 で 日本語 を 修得 して来 る・ しか し・

おな じ1年 学 習 した とい って も、 国 に よ り、地 域に よ り、 学 力 にかな りの差 が

認め られ る。い っ たい に、 母 塵1で日広 語 をや っ て来 た とい うものは、 読む カは

あ つ て も聞 く力 と表 現 力が落 ち る とい う傾 向が あ る。 そ の点、 今 ま での 目本 の

学 生.の英 語 力 に似て いる。

東 南 ア ジアの 留学 生 は、 それ ぞ れ の国 に十分 な 日本 語教 育施 設が な い ため ・
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まず 日太へ 来 て、 平均1年 を 日志 語 の学 習 に当て る。国 際学 友会 ・ア ジァ大学

そ の 他の 日本語 教育機 関を経 て来 る も旺)が多い ・きわめ て 初歩 の段 階 か ら出発

して、 読 む ・書 く ・話 す ・聞 くの能 力 を平 均 して修 得 して い る。それ ぞ れ の機

関 は 日本:語教育 に豊 富な 経験 を持 ち、 大 ぎ な成果 をあげ てい るが 、な ん とい っ

て も、1年 とい う期間 は東南 アジ アの学 生 に とって は短 か す ぎ る。

その ほか、学 校 の 日志 語教 育を 受 げな い で来 る もの もあ る.家 族 か ら習 った

も の、 家 庭 教師 に つい た もの、 独習 した も のな ど。北米 ・南米 の三世 た ち もこ

の 中 に入 れ てい いだ ろ う。この学 生 た ・らは・ い っ たい に話 す ・聞 く・ひ読 む ・書

くの 能 力の 間 に均衡 が とれて い な ～・。

こ うい った単 習経歴 を 異 に し、 言語能 力に 均衡 を欠 く学 生 たち を、 入 試の 成

績 だ け で分 け るの は大 まかな 分 け一方 で あ る 。合 計 の点 数ば 同 じ でもそ の内訳 が

い ちじ るし く異 な る目ものカ、少な くな い 。A・B・O・Dに 分 け』た もσ)をさらに

小 分 け す る必要 が あ る 。また、 か りに イ ン ドネシア人 と中国 人が 、現在 同 じ学

力で あ っ た として も、 今 後 の進 歩 の歩 度が 同じ であ るとはい えな い 。中国 系 の

学 生 ば 口頭練 習 に よる基 本 文型が 修得 で き ると、 あ とは漢 字 の知 識に もの をい

わ せて、 他の学 生 を ぐん ぐん 引き離 す こ とが でき る・ これ を同 一 のク ヲス に と

じ こ亙)てお くこ と1よでき な㌔・o

そ こで母 語 に漢 字 を使 うもの と、 そ うでな い もの どを分け る必要が おこつ て

くる・た とえば 、中 国系学 生 は初 期 に 口頭 練習 に重 点を お ぎ、 あ とは漢 字 の知

識 を利 用 して 伸 び る よ うにす べき だが 、 ば じめ か ら漢字 に頼 つて 口頭 練 習 に よ

る文型 の修得 を 怠 る と、 学 力は伸 び ない ・反対 に漢 字を 便わ な い 国民 は、 あ る

時 期 ま セ に、 最 少限 必要な 漠 字を修 得 しな けれ ば な らな い の に、 それ を怠 つて

ただ 耳 と口だ けに頼 ろ5と す る。 この 両者 に同 じ よ うな指導 はで きな いわ げで

あ る 。

つぎ に早 大の 日本 語 教育 の問題 点 の要 因 とな る ものは、早 大 の外国 人学生 は

すで に各 学 部に属 し、専攻 もき まつて い る とい うこ とであ る。 中 にば、5年 編
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入 で、 入学 と同時 に専 門教 育を受 け る もの もあ る 。学 生 は必修 として課 された

臼太 語 の 時 間の ほか、 でぎ るだ け 多 くの 授業 に 出晴 して、早 く単位 を 取 ろ うと

す る 。Dの 学生 も例 外 では ない ・ 日木語 σ)哲ず か し さが分 っ てい な い・ ↑Gか

月後 に はな ん とか講 義 も分 る よ うにな り、 試 験 に も及第す る と思 つて の こ とだ

ろ う。数式 や化 学 記号 をふ んだ ん に扱 う学 科 な らまだい い 。 日本 人学 生 と机な

な らぺ て 講義 を 聞 き、理解 し・ ノー トを と り.教 科書 や 参考書 を 読み・ レポ ー

トを書 くとい うこ とは・ どんな に 日本 語 の で き る外国 人で も、 むず か しい とい

う。5年 編 入の 学生 は よ ほ どの 学 力が な い と、 つい ていけ ない 。 に もか かわ ら

ず、かれ ら は この難事 業 をあ えて行 な お う とす るのであ る 。そ のため 、 日太 語の

授 業 を 欠席 して も、 学 部の授 業 の勉 強を す る とい う学生 も出て くる。無 理 もな

い ともい え る。 かれ らの 目的 は専 攻 の学 科 を卒 業 す るこ と であって、 日本 語の

修 得 は 目的で は な く、 手段 にす ぎな い 。念願 かな って 日本 に 留学 し、 志望 の大

学 に 入 ったば か りの学 生 であ る 。知識 慾 と学 習 意慾 に燃 え て いる 。す でに1年

あ るい は それ以 上 の 日本語 教育 を受 げ て来 た かれ らに、 こ こ で も う1年 日本 語

の 授 業 の み に専 念 す るよ 旗 い つて も・ ぎ 耐 滑 が な い ・そ こ熟 こ.のさか ん

な 知 識慾 を 圧Oも 工vatlonと して活 用 す るこ とを考 えな ければ な らな いqD

の λ 門 期 を ¢)ぞいて は・ でき るだ け専 攻 学 科 目に近 い教材 を選 ぶ よ うにわ れわ

れ は 努 力 して い る。 こ うした 若い 学 生の場 合、知 識 を得 るため の手 殴 として こ

とば を学 習す るはず な のに、 知 識 を与 える と同 時 に こ とば を修得 さ せ る こ とも

可 能 で あ り、効 果 的 であ る。

こ う目した こ とか ら、A・B・C・Dの 各段階 を漢 字 国民 とそ5で な い もの と

に 分 け た上 に、A・ β はさ らに、 理 工系 ・社 会 系 ・文学 系 と分 け る よ うにな っ

た ・そ こ で・ILTNE、 〃S21号 で報 告 された通 りの ク ラ ス編 成 が 行 わ2・1.rた

ので あ る。 その結果 、 大 き い ク ラスで も18名 、 平 均 甥 ～15名 とい う、 一見

理 想 的な 人 数 σ).クラスば か りとな つた 。 口志人 学 生 の よ うに、 大 体 つぶ の そろ

つた 学 生な ら、/5人 で理想 的 とい うこ と もいえ るだ ろ うが 、 これ まで詳 し く
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のべ た よ うな 学生 の場 合 は、 こ れで もまだ ク ラスが 大 ぎい とい わ な げれ ばな ら

な い 。同質 の ものの50人 と比 べ る と、 異 質 の もの の15人 の方 が 始末が わ る

い 。わ れわれ は人数 の こ と よ りも、 同質 または そ れに近 い も戻)のみ の ク ラスを

つ くりたい 。そ の結果 、 人 数 が少 な くなれ ば それ こそ 理想 的な か た ち とい うべ

き だろ う。

以一Lのべ た よ うな ク ラス編 成 を得た 上 で、 最 も大 きな 問題 と して われ われ の

頭 の 上に おお い かぶ さって い るの は、 大学 の 各専攻 課程 を履修 す るに 最少 限必

要 な 日本 語 の学 力 とは?そ して、 その 教材 ・教 授 方法 は?と い うことで造)る。

これは 同 時 に各 大学 の 日本 語 教 育 機 関に共通 の 最大 の問題 点 であ る。

(語 研 日太 語 科 専任 講師)
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